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易溶性セシウムを含む飛灰を対象に、メタカオリンベースのジオポリマー固化体を作製した。養生条件を

パラメーターとして固化体を作製し、セシウムの溶出が抑えられた固化体を対象に高輝度放射光を用いた

X 線吸収微細構造（XAFS）測定を行い、セシウムの化学形態を観察し、溶出挙動と比較検討した。 
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1. 緒言 

 易溶性セシウム（Cs）を含む飛灰を対象とし、メタカオリンベースのジオポリマー固化技術の適用性を

検討している。作製した固化体に対し、Cs の浸出量や Cs の化学形態を調べ、Cs 不溶化のメカニズムの分

析を行った。 

 

2. 実験 

 模擬飛灰にフィラーとしてメタカオリンを混合し、珪酸ソーダと水酸化ナトリウムの溶液に投じて混練

した。養生は 80℃、24時間と 105℃、24時間の 2 条件で行い、IAEA法に準じた浸漬試験を実施し Csの浸

出率を求めた。 

また、浸出の抑えられた固化体中 Cs の化学形態同定のため、高輝度光科学研究センターの SPring-8 にて

XAFS 分析を行い、養生後や浸漬前後のスペクトルを観察した。 

 

3. 結論 

 XAFS 測定の結果を図 1 に示す。80℃、105℃養生サンプルともに

模擬飛灰のスペクトルに比べポルサイト（CsAlSi2O6）に形状が近づ

いていた。さらに、105℃養生サンプルでは、80℃養生よりもポルサ

イトに近いスペクトルとなっており、浸出試験結果でも 80℃養生と

比べ、105℃養生は Csの浸出が 1/5 以下に抑えられていた。このこと

からジオポリマー中の Csがポルサイトに近い化学形態に変化するこ

とで Cs の浸出が抑えられたと考えられる。105℃養生においては、

浸漬前後でスペクトルの変化が見られず、十分に Csが保持されてい

ると考えられた。 

 また一軸圧縮強度試験において、80℃養生、105℃養生サンプルと

もに環告 14 号の基準値である 0.98MPaを十分に達成できていた。 
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